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機械学習を用いた高圧水素複合容器の最適設計
技術に関する理論検討及び実証

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向けた共通課題解決型
産学官連携研究開発事業/水素利用等高度化先端技術開発

燃料電池自動車用TYPE４容器の最適設計

本研究は国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より委託を受けてSUPWATとの共同研究により実施しました

機械学習による高圧水素容器設計データの蓄積と最適設計探索

多様なモビリティの容器最適設計に迅速に対応

設計パラメータの変動範囲
・層数 15－25層
・配向角 0－90度
・ライナー肉厚 0.5-2mm
・ドーム部R形状 …
・プラグ長さ、径 …
・金属－樹脂ライナ境界位置
： など45項目

成 果

• 既存の容器と同等の破裂圧力を維持しながら27%の重量軽減を達成


